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【
二
面
に
続
く
】

布
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
開
放
委
員
会

（
布
田
小
の
体
育
館
や
校
庭
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
各
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
／
同
好
会
な
ど
）
の

協
力
で
、
五
年
ぶ
り
に
「
夏
の

布
田
地
区
盆
踊
り
大
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

二
〇
二
〇
年
・
二
一
年
は
中
止
、

二
二
年
は
秋
祭
り
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
ゲ
ー
ム
を
中
心
に
小

規
模
に
実
施
、
二
三
年
に
は
校

庭
も
使
っ
て
食
べ
物
の
売
店
も

設
営
し
た
の
だ
が
、
今
年
は
伝

統
行
事
の
復
活
を
望
む
声
に
応

え
て
、
盆
踊
り
大
会
の
開
催
と

な
っ
た
の
だ
。

   

午
後
五
時
半
の
開
始
を
待
ち

か
ね
た
よ
う
に
、
校
庭
へ
の
入

口
に
は
早
く
も
子
ど
も
た
ち
の

列
が
で
き
始
め
た
。
女
の
子
は

浴
衣
姿
も
多
い
。
体
育
館
前
庭

は
全
面
駐
輪
場
と
な
り
、
お
や

じ
ネ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
が
交
通
整

理
係
だ
。
校
庭
に
は
大
型
の
テ

ン
ト
が
十
五
以
上
も
張
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
千
本
つ
り
な
ど
の

ゲ
ー
ム
、
ビ
ー
ル
・
焼
鳥
・
か

き
氷
な
ど
の
売
店
が
開
店
準
備

に
余
念
が
な
い
。
校
庭
中
央
に

は
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
高
さ
の

舞
台
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
地
域

の
住
民
や
企
業
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
提
灯
が
飾
ら
れ
、
盆
踊
り
の

準
備
も
万
全
だ
。

   

五
時
半
の
開
場
と
同
時
に
各

テ
ン
ト
前
に
は
あ
っ
と
い
う
間

　

梅
雨
も
終
盤
に
差
し
掛
か
っ

た
夏
休
み
前
の
三
連
休
、
七
月

十
三
日
と
十
四
日
に
布
田
小
校

庭
一
杯
に
地
域
の
人
た
ち
が
年

代
を
問
わ
ず
参
集
し
た
。
健
全

育
成
会
長
の
矢
幡
秀
治
さ
ん
を

実
行
委
員
長
に
、布
田
小
学
校
、地域周辺に貼られた開催ポスター

校庭ステージで音楽に合わせて
盛り上がる子どもたち

体育館入口に設置された
災害用特設外線電話

運営委員募集中！
★年6回の運営委員会
★防災教育の日 避難所訓練
★地域の安全安心活動
お近くの上記運営委員にお尋ねください

布田小地区ハッピータウン協議会
ホームページ

https://happy-usako.jp　
スマホ対応で見やすくなりました

防災教育
の日

   「 

四
丁
目
交
差
点 

」  

 

品
川
通
と
甲
州
街
道
間
の
道
路

整
備
の
工
事
が
進
行
中
で
す
。

歩
道
は
無
電
柱
下
さ
れ
植
栽
帯

を
含
め
幅
員
二
十
・
五
メ
ー
ト

ル
の
新
し
い
道
路
が
完
備
さ
れ

る
の
に
伴
い
、
品
川
通
り
布
田

４
丁
目
交
差
点
も
東
側
に
移
設

さ
れ
ま
す
。

 

そ
の
交
差
点
か
ら
京
王
線
東
口

改
札
（
飯
野
病
院
横
）
に
通
じ

る
市
道
は
大
変
狭
く
歩
行
者
と

車
両
ま
た
車
両
同
士
の
す
れ
違

い
時
に
大
変
危
険
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
特
に
雨
天
時

の
水
た
ま
り
な
ど
に
も
閉
口
さ

れ
る
歩
行
者
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

そ
れ
ら
課
題
が
す
べ
て
解
決
さ

れ
る
新
し
い
道
路
の
完
成
が
待

ち
遠
し
く
感
じ
ま
す
が
、
同
時

に
そ
の
交
差
点
が
移
設
さ
れ
る

こ
と
の
新
し
い
課
題
も
地
域
の

住
民
か
ら
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

当
地
区
協
で
は
そ
れ
ら
課
題
の

対
応
方
法
も
検
討
し
、
歩
行
者

が
安
全
に
通
行
が
で
き
る
よ
う

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

皆
さ
ん
が
愛
す
る
こ
の
地
域
の

願
い
や
希
望
が
そ
こ
に
住
む
全

員
の
未
来
へ
の
光
と
な
る
よ
う
、

当
地
区
協
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

布
田
小
地
区
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
協
議
会

        

会
長 

 
 

依
田 

耕
児

　

５
年
ぶ
り
真
夏
の
開
催

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
前

の
四
月
二
十
七
日
、
令
和
六
年

度
の
防
災
教
育
の
日
の
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
二
年
間
の
中
止
後
、
二
〇
二

二
年
か
ら
再
開
さ
れ
た
防
災
教

育
の
日
だ
が
、
今
年
度
は
目
的

を
災
害
発
生
時
の
「
円
滑
な
初

期
対
応
」
の
実
現
と
し
て
、
市

職
員
と
地
域
住
民
と
の
協
働
訓

練
を
実
施
し
た
。

４月２７日
～ 布田小体育館 ～

①：食べること、飲
むこと　②：努力は
報われる　③：地域
の皆さんから布田小
地区のことをたくさ
ん学べたらうれしい
です。少しでも布田
小地区ハッピータウ
ン協議会の力になれ
るよう頑張ります。

～布田南部自治会～

酷暑の中、自宅訪問による相談
対応を積極的にしているため、
私は夏バテしないよう塩飴を大
量に買い込みました。高齢者の
熱中症・脱水は命に関わります。
エアコンを使いこまめに水分補
給して、夏を乗り切りましょう！
　　　（ときわぎ国領 小嶋泰之）

 布田小健全育成ソフトボール
チームは、１年生から６年生まで
１５名が所属しています。調布市
親善大会などで優勝を含め優秀な
成績を収めています。毎週土日の
練習の成果、監督やコーチの優し
く熱心な指導の賜物です。 
　　　　　（健全育成 矢幡秀治）

盆
踊
り
大
会

盆
踊
り
大
会

布
田
地
区

復活

ハッピーうさこ
キャラクター紹介

当地区協が発足した当時に、
布田小学校で飼っていたうさ
ぎをイメージシンボルにしま
した。

①. 趣味　②. 好きなことば　③. ひとこと PR

①：動物園・水族館に行くこ
と　②：質実剛健　③：布田
小地区に住んで 3 年目です。
学校のこと、地域のことも
知らないことが多く、日々
学ぶことばかりです。1 年間
よろしくおねがいします。

～染地かもめ会～
～布田小コミュニティスクール～

①：猫と遊ぶこと　②：
雨だれ石を穿つ　③：フ
ルタイムで働きながら
子育て中です。布田地
域は人情が温かい地域
だと思います。布田地
域の皆さまには本当に
感謝の言葉しかありま
せん。地域の皆さんが
大好きです。

  

具
体
的
に
は
市
職
員
に
は

各
々
担
当
の
避
難
所
が
割
り
当

て
ら
れ
、
更
に
各
避
難
所
の
近

隣
に
住
ん
で
い
る
市
職
員
に
は

初
動
要
員
の
役
割
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
災
害
が
発
生
し
た
時

に
市
役
所
が
開
い
て
い
れ
ば
、

各
避
難
所
担
当
の
市
職
員
が
駆

け
付
け
て
開
設
に
当
た
り
、
市

役
所
が
閉
じ
て
い
る
夜
間
・
休

日
で
あ
れ
ば
初
動
要
員
が
避
難

①：サッカー（最近は観る
専門）  ②：「諦めたら，そ
こで試合終了です」（スラ
ムダンク安西先生の言葉）
③：４月より染地児童館長
となりました。今日は何し
て遊ぼうかな？と思った時
は是非、児童館に遊びに来
てね。

～布田小PTA～

永谷 誠
ながやまこと

山本 まゆみ
やまもとまゆみ

野澤 涼平
のざわりょうへい

益子 昌弘
   ますこまさひろ

2 0 2 4 年  新運営委員さん（敬称略）

①：読書、ハイキング　②：千里の
道も一歩から　③：地域支え合い推
進員として、布田小地域の担当にな
りました！皆様のやってみたいこと
を、やりたい方法でお手伝いするお
仕事です。健康づくり、居場所づく
りなどに興味のある方、またどこに
相談すればいいの？という内容でも
何でもご相談ください！

①：隙間時間の楽しみは
読 書　②：好 奇 心　③：
ここ 6年間で 3回目の町
会班長。少しでも動ける
うちにやることにしまし
た。時間貧乏の 50 余年。
町会の課題は高齢化、単
身化、会員と非会員の交
流でしょうか。

堤 多佳子
つつみたかこ

①：ウォーキング、健康
太極拳　②：どうにかな
るさ、試行錯誤　③：新
自治会長として地域の安
心安全な日常と明るい地
域生活に向けた活動をめ
ざします。調布在住 43
年目で、この 4 月から朝
の通学時のみまもりボラ
ンティアをしてます。
3ヶ月経ち、新一年生が
日々成長していますね！

～調布市協働推進課～

高畠有美
たかばたけゆみ

～調布市社会福祉協議会～

“調布 the 盆 dance” の踊りで
会場に華を添える

～染地児童館～

①趣味　②好きなことば　③ひとこと

♢

西原 幸子
にしはらさちこ



                         

      

会
大
り
踊
盆

★地域の活躍人はお休みします、次号（25号）をお楽しみに !

   

日
の
育
教
災
防

      

    
                             

耐寒用アルミ箔のシート

屋内外で個別空間を作るテント

参加した皆さんとポニーたち

　地域包括支援センターと聞
いてピンと来る方は、どのく
らい居られるのだろう。調布
市全体の高齢化率（65 歳以
上の高齢者が人口に占める割
合）は約２年前のデータで
21.7％で増加傾向とのこと。
同じデータによると、当地区
協地域内の町丁目間でも
10％程度の差があるようだ。
ただそれは統計上のこと、た
とえ一緒に住んでいなくても
65 歳以上の高齢者が親戚・
知り合いに一人もいないとい
う世帯は極めてまれではない
だろうか。それならば、高齢
者自身とその家族（時にはご
近所も）のための総合相談窓
口として、地域包括支援セン
ターという名称を記憶にとど
めておくことをお願いした
い。
  

    この地域を担当している
地域包括支援センターは「と
きわぎ国領」という愛称名
で呼ばれており、当紙前々
号の地域の活躍人でご紹介
した小嶋さんは、ときわぎ
国領のスタッフのお一人だ。
そのときわぎ国領が主催す
る今年度第１回の地域ケア
会議に参加させて頂いたの
は、事例検討がテーマにあ
げられていたから。筆者自

身、高齢者も後期と呼ばれ
る年齢に数年前に到達し、
いつケアを受ける側になる
かも知れないので、その立
場から事例を聞いて見たい
と思ったのだ。
    会場は染地地域福祉セン
ター、大広間のような舞台
付きの和室に約 50 名強の
参加者が集り、７―８人ず
つの７グループに分かれ、
ときわぎ国領スタッフによ

る事例の説明の後グループ
ワークに入った。筆者のグ
ループ・メンバーは７人。
特別養護老人ホームでケア
マネをされている方、マン
ションの管理組合で役員を
されている方、住宅団地の
広報協力員の方、介護支援
事業のケアマネ、民生委員、
ケアマネージャー、それに
筆者というケア提供側の専
門職とケア受け側の地域住

民とが上手くミックスしたグ
ループだった。
   事例は二つ、身寄りのない
92 歳の独居男性と支援を拒
否する 77 歳独居女性につい
て、それぞれ実際に担当され
たときわぎ国領の職員の説明
の後、グループ検討を行い、
各グループに一人ずつ配置さ
れた職員によるまとめの発表
となる。具体的な検討内容に
ついては触れないが、興味深
かったのはケアマネージャー
や民生委員のメンバーから
は、豊富な経験に基づいた実
践的な対応策などが出される
のに対して、筆者を含めた地
域住民は身近の類似事例にな
ぞらえて、ケアを受ける側・
提供する側双方に対する同情

や反発、あるいは現状への
不満などを中心に発言され
たことだ。
    これでは議論のすれ違
い？会議終了後に振り返っ
て、はたと思い当たったの
は、こういった立場の違う
参加者間での見方の相違・
対応の違いをお互いに実感
することこそ、地域ケア会
議の真の目的なのだろう
と。改めて参加者募集のビ
ラを見ると、地域ケア会議
の目的として、「地域住民
と専門職の関係づくり」と
並んで「社会資源の構築」
というある意味漠然とした
言葉で語られている。会議
の結果、新しい仕組みや制
度にまで発展するような、

社会的資源の構築に繋がる
こともあり得ないことでは
無いだろうが、地域住民と
専門職とがケアにまつわる
共通のテーマで意見をぶつ
け合い、相互に立場の違い
を再認識すると同時に、相
手の視点からケアを見てみ
る経験は、専門職にも地域
住民にもプラスになる。そ
ういった人達が増えて行く
と草の根的な社会資源にな
るな、と少々強引な解釈。
   ときわぎ国領が主催する
地域ケア会議は年 3 回行わ
れているが、体力測定会、
10 の筋力トレーニングな
ど、高齢者ケアに関連する
イベントは他にも行われて

いる。色々な機会にケア
提供側の専門職と地域住
民とのコミュニケーショ
ンを深めて行けば、自ず
と有効な社会資源が構築
されるのではなかろうか。   
   専門職の方々も、業務と
して接触する高齢者・関
係者以外の地域住民との
対話の機会を望んでおら
れるとお聞きした。
   ときわぎ国領からの季刊
「みまもっと便り」、その
他地域の情報は当地区協
のホームページに掲載し
ています。  
（検索「布田小地区ハッ
ピータウン協議会」また

広報担当  藤田秀雄

品川通り布田４丁目交差点が東側に移設 されます。
概要は右のQRコードから調布市都市整備部街づくり事業課の掲載の資料をご参照ください。

完成後の課題などを話し合っていきたいと考えています
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